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SYNOPSIS : The infor皿ation of cloud base height is artimportant feature

of an EXperi皿ental Cloud Lidar Pilot Study (ECLIPS) which is started in

this September.　甘e are developing a 532-n皿Iidar system and some

passive sensors for this object.　Me intend to obtain the cloud base

height and the depolarization ratio with a　532-nm lidar and cloud

radiance with passive sensors.

E C LI P Sと娃　I S C C Pによる上方か

らの要観潮による情報を補うための研究観潮で

下方からライダーにより嚢の光学緒厚さや鉛直

分布,特に要底高度の情報を得ようというもの

である.期間は今年9月から10月束までのう

ちの1ケ月間, 1年半後にまた1ケ月間の集中

親潮を行う.東漸雀目としては　NOAA衛星

に同期したライダー観潮の飽,下向き長波慮放

射,地上気象観潮東科,ゾンデによる高層観新

資料等である｡このパイロット研究の練兵を受

けて,長期に渡る要気候モニタのための観潮計

画が検討されることになってもヽる.

我々はこの目釣のために考轟きれたライダー

受信システムを紺発中である｡送傍線既存の

Y A Gレ-ザ装置からの532n m光を周いる｡

要からの散乱光娃セレストロン35c m望遠鏡

により集光され　532n m帯域フィルターを

通った後,偏光ビームスプリッタにより縦横偏

光成分に分解される｡送膚光の広がり0｡ 5

m r a dに対し受信システムの鰐口紋1. 5

m r a dに寂り,要からの信号に重なる多重散

乱の彩管を小さくしている｡牽粒子の形状に関

する情報を得るために偏光解消度の親潮が望ま

れているので,各偏光成分毎に放出する機能を

この受信システムに持たせてある.各偏光成分

は浜松ホトニクスの光電管R1 332で検出さ

れ,アナログ信号としてデータ処理を行う.光

電管の出力はレクロイ　940　0Aオシロス〇一

プによりAD変換される.そのデジタル信号は

GPI BによりPC9801に送られ,ディス

クに収録書れる.受信システムの構成を欝1回

に示す.

要からのライダー帰遮膚号の例として,別の

既存の受傍観による謝走結束を欝2図に示す｡

これ妊婦遼膚号の鉛直プロファイルの時間変化

を示したもので,膚号貌皮が縛段状に大きくな

っている部分が要底である.

E CLI P Sの観潮種目として下向き長波長

放射がある｡愛鷹高度や要畳の変化娃下向き鹿

波塵放射の変化に大尊く現れ,地裁の放射収支

に与える潜轡が大きい.下向蓉長波長放射娃エ

プ7)-PI Rにより謝定するよう窺定されてい

る｡試吸釣にPI Rにより滑走した長波長放射

の僻を欝3園に示す.低い蜜のある時とない時

で億が段縛的に異なっていることがわかる｡

pI Rのような広帯域で水平面内放射を瀞定

するもので披水煮気等の吸収の影響を受抄易い

ので,天頂方向の要底高度と密接に関連した滑

走塵として,赤外の狭帯域,狭視野で要底から

の放射量を謝ることが推奨されている.我々は

このために3. 7/Jm帝と10. 6/im帝の赤

外放射計を用意している.これらの放射計の性

能を義1に示す.

終わりに,欝2回を漁礁していただいた君野

壌宏氏(筑波大)に感謝申し上狩る.
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LeCroy　9400A

oscilloscope

N王C PC9801

Fig.1 Schematic view of the lidar system

Fig.2　An example of vertica一 profiles of lidar returns from c一oud
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Fig.3　An examp一e of tempora一 variation of

infrared downward f一ux
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RELATIVE SIGNAL

Tab一e l

lnfraretJ Radiometers Charactertstics

CentraiWavelength 10.6′川 3.1am

Spect｢al range 9.9 ~~ 11.4/川 3.5 ~ 4.0um

Fietd of view 35 mrad 10 mrad

Detector

Temperature range

TGS(temperature ーnSb(Photo-voltaic〉
stabiーi2ed) Liquid Hz cooled

-50 ~ 75 ℃ -100 100 ℃

Noise equivatent temperatu｢e 0●1℃at 30℃ 0.05℃at 30℃

Time constant 1 sec 1 sec
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